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11･ イネキンウワ.くにかんする若干の知見 殺虫剤.o生物試験用昆虫 の飼育隼かんす･

る諸問題 第 14報 長沢純夫 (京都大学 化学研究折 ,武居研究鼓)･一献太良 (東京段工大学

段学部 良業昆虫学研究室)31.4.30.受理

笹者の1人長沢(均 は:さきにギソポS,キyウウ,,.phytomelrLZOrnalissl"'a､walker'の種名をも･

･つて, その幼虫の令期間における琉部の成長を論じたが,後にこの材料を撃者の他の1人-瀬

が調べて該矧 まイネキyウワバ P･fesLataGraejerと訂正されなければならないことがわか
った｡そのこと一を述べ,あわせてこれが生活史わよ抗生懲にかんす･る若干の知見を附記する｡

1.

良沢は ｢殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする

諸問題｣.となづけた研究q)'1課超に,餅祝日の幼虫期

における成長過程の嘩封をとりあげ,すでに●2,3の

柾籾について,その頭部の成長様相を論じた(12･13･14･15)

それは地山の発育程鑑と致死英虫との関係などを論ず

るにあたっては,その基礎資料をもとめておくことが

なさオLなければならないと考えた結果からである｡

19申坤の晩弘 長沢は高槻市所在の京都大学良学部

附脚1帥 出場のキャベツ栽培地において,ヨトウガの

卵姥を採火FP,産卵状隠,色彩など,ヨトウガのそれ

と非'I-i,Ylこよく似た,しかし大きさだけは,若干大型の

属担不明の1卵塊を発見した｡ヨトウガとあわせてこ

れらの地山命糊跡 こおける成長様相をしる目的をもっ

て,身馴ヒをまってコマツナの窮をbj=えて,個朋 山こ

飼育し,gJi帽の逐次観測をおこなった｡'幼虫月別ヒと同

時に, その形態と挙動から, これがキンウワバ並科

PJlyLO〝teLrinacに属する種類であることはわかったが

和名は城山が羽化するまで同定できなかった｡11月は

じめになってそれから成虫が羽化して出たので,長沢

は これをギンポシキンウワバPIlyLOITICEraOYnaLl'ssi"ta

walkc:'rと伺払 その班名に如いてそれらの令別間に･

おけるil-ll帽の成長過程を論 じた1文を本誌に発表 し

た (15)｡
たまたま怨者の1人-激は出作物害虫としての見地

からキンウワバ屈各班の食性(4);生憩,形態などを調

べていたので,早速この材料を長沢より入手し,再放

したところ, 本種は, イネヰンウワバ P.festata

draeselr0,と同定すべき担税で, さきq)ギンポシキ

ンウワバは誤りであることがわかった.'したがって良

沢がさきに記したギンポシキンウワバの柾名はイネキ

ンウワバとここに訂正する次節である｡
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2.

ところで,イネテンウワバの食餌植物としては,つ

とに松村(llJが,イネ,アマ,審訊 渉革をあげてい

る｡一方肘 も(9･10)は,イグサの害虫として本税を記

載しており,田村(26)は,イネ,アマを記録している

が,蟹者等の知るかぎり,キャベツなど,アブラナ科

の植物を加害するという記録はまだない｡-減が調べ

たところでは,本種は栄京都下府申地方では,捌 t:潤

のイネにかなり普通に見出され,これに反して,畑地

のキャベツに見出きn_るのは'もっぱら,オオワイキ

ンモンクワバ,P.nigrl'signaWalkerであって,本

柾は未だかつて見たことがない｡キャベツには他に1

械イラクサキンウワバ P.niHubnerが瑠生するが,

これはまれである｡なおこの両種2)食性は印度からの

報告(1)とも一致している｡ しかし, 概してキンウワ

パ効では,柾により帆句を矧 こするといっても,多重

性のものが多く,実験的に植物を与えるときはその食

餌植物はかなり多くの種類にわたるので,イネキンウ

ワバにおけるこの郁夫もあえて奇とするにはたらない

かもしれない｡なお,キャベツを加苔するキンウワバ

の柾類については,素木(eO',台湾総督肘放題伺 (2リ,

高橋(22,23,2･1)による記鐘がある｡また,:長沢がこの卵

塊を発見したキャベツの栽培地が,水田にとりかこま

れた場所であった串実は本校の食餌植物選択ならびに

その転換という問題を考察する上に舛昧ある栂料とな

り相よう｡

つぎに,さきにもしるしたように,本税の卵がキャベ

ツ茄滋から見出されたのは,ヨトウガの卵と全く同じ

batchの状態に産付されていたものであって,この点

松村()I)が報告しているイネに於ける場合と異なって

いる｡前山のオオワイキンモンウワバの場合馴まじめ.

本絹では各超八一紗 こ1卵づつ食細胞物の染式に産付
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するものであって,水例は韻だ招只である｡汀モ;符符は

本矧こ限り.他にgm な採卵例をf!jつていないあで,

これが例タt的TJ柁卵例であるか石かは,乍役の調光で

あさらかにしたい｡ともあれ 自然状態にわいて,木′
秤がキャベツに 7)atchの状態で声72卵し,脚化した幼

虫がコマツナを企T,-Lとして成打をとげた叩矧 ま,新知

見とせねばならないであろう｡

3.

長沢は1卵塊か●ら押化した大部分の個体が5令を経

過したのに, -1部が6令をへて飼化したちとをしろし

たが.-瀬もオオワイキンモンウワバを多数飼育して

同様の結果を得ている｡こうした不芳一な発育を示す

のは,キンウワバ屈の或柾ではあるいは普通なことで

あるのか も.知れない｡しかし,これが迫伝的なもの

か(2･17㌧ 温度の擢響であるか(6･7･8･181,また栄養との

関係であるか(WJなどといったこと､は全く不明である̀｡

河田(5)によれば本柾の出現は5,6月となっている

が,封ミ京地方にわける採災ならびに飼育によると,な

お 7,9-10月にも新鮮な成虫を符,さらに高槻市に

おける長沢の飼育例から本柾は明らかに多化性である

と判断され,本属の他の近緑種と変らない｡

共の他の習性たとえば老熟幼虫がうすい繭をつくっ

て栢物茄袋で蛸化すること,成虫が昼間飛期して花に
典ること(17)t等,明孫に本属の特性を示している｡木

槌がイネ炎上にて蛸化する際は,_茄を糸で折り曲げ,

水両上, 数 10cm の高さで造繭するものが多い｡コ

マツナ飼育の場合は;枯巧の表面に近繭したが,軸外

においてはおそらく食餌柄物の染矧 こ近繭するであろ

う｡
以上を要約すると,つぎのごとくである｡ 選̂者の1

人長沢がききに,ギンポシキンウワバの柾名をもって

その頭部の成長様相を論じた種類は,イネキンウワバ

と訂正されなければなら'ない｡､ィネキンウワバが自然

状態で hatchの形をなして,,キヤづツの柴TJiに産卵

していたこ●と.コマツナを食餌植物として成長を全う

Ll:ことは.Wr知見といえ,fう｡

終りに本文をつづるに際し,Hi京良工大学渋谷成美

瓜 凸杯省凸懲技術研兜/TrJ3圧部OtL!手技皆より,~種々

印加切な抑校地を周った｡指記して感謝の意を表する

次郎である｡
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Jnthepreviouspaper,N･1掛SaW.1(16Jdiscusscd

on thef汀oWth ofthehe.ld e.lPSulc in the

succcsSive in.qhr･q in lLITV･1C Of mytow'C'Lra

ornaEiss''"'aWalker･liut･ .lStheresultofr9-
examinationofspCeimcn,theRuth()r･sfrOtthe

conclusion thatthen:tmeUf P.ornaEissima

shollldbereplaced forthisspecieswithP.

feslaiaGraeser.ITheeggsofthisspecieswere

foundasthestateofabatchatノーheunderside

oftheleafofcabbageandthelarvaehatched

outlVererearedontheleavesof 〟komatsuna"

(ahorticultulalvarietyofBrasslcaca〝坤est,l'S.

I..).The.Ttuthorscotnsiderthatthese.f;tctsare

ncIYnUtL･SOnthebionomicsofthisspecie-S.
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